
仕事確保・
労働条件改善
に向けた

要請行動

各
支
部
大
会
開
催

組
織
拡
大
目
標
を
確
認
八
月
二
十
一
日
の
大
村
支
部

を
皮
切
り
に
全
十
五
支
部
で
支

部
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
部
大
会
は
、
建
設
長
崎
定

期
大
会
の
方
針
に
基
づ
き
一
年

間
の
支
部
活
動
経
過
並
び
に
会

計
決
算
、
平
成
二
十
七
年
度
の

活
動
方
針
案
並
び
に
会
計
予
算

案
の
承
認
、
新
役
員
等
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

新
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、

建
設
長
崎
第
七
〇
回
定
期
大
会

で
確
認
さ
れ
た「
仕
事
・
賃
金
・

労
働
条
件
改
善
、
組
織
拡
大
」

を
は
じ
め
国
保
・
共
済
・
労
災

な
ど
組
合
の
様
々
な
運
動
や
業

務
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
す
。

組
織
対
策
で
は
、
年
間
三
五

〇
名
の
拡
大
目
標
と
、
来
年
四

月
の
組
合
結
成
七
〇
周
年
大
会

を
組
織
の
純
増
で
迎
え
る
た
め
、

支
部
の
年
間
目
標
数
の
設
定
と

前
期
拡
大
行
動
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
年
間
拡
大
目
標
三

〇
〇
名
に
対
し
て
三
二
一
名
が

加
入
し
、
目
標
を
大
き
く
上
回

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
目
標

を
達
成
し
た
支
部
は
一
五
支
部

中
、
九
支
部
で
し
た
。
中
で
も

組
織
が
昨
年
よ
り
増
加
し
た
支

部
は
六
支
部
で
、
本
年
五
月
末

の
建
設
長
崎
の
組
織
数
は
六
二

七
五
名
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

の
組
織
数
よ
り
も
十
三
名
の
減

少
で
、
二
ケ
タ
台
の
減
少
に
留

ま
っ
た
の
は
平
成
十
一
年
以
来

十
六
年
ぶ
り
で
す
。

本
年
は
年
間
三
五
〇
名
加
入

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
組
合
員

宅
へ
の
訪
問
行
動
や
一
声
か
け

る
運
動
等
で
、
組
合
員
同
士
の

つ
な
が
り
を
強
め
、
脱
退
の
防

止
と
新
し
い
未
加
入
者
情
報
の

収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

前
期
の
拡
大
行
動
は
、
六
月

か
ら
十
一
月
ま
で
の
六
ヶ
月
間

で
、
二
〇
〇
名
を
拡
大
目
標
と

し
ま
し
た
。
重
点
期
間
と
し
て

は
、
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
を

中
心
に
取
り
組
み
ま
す
。
組
合

に
未
加
入
の
仲
間
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
是
非
ご
紹
介
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
未
加
入
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

・「
数
の
力
」（
組
合
力
）
が
重
要
で
す
！

・
組
合
の
活
動
で
来
年
も
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を

拡
大
・
充
実
さ
せ
よ
う
！

○
諫
早
市

八
月
二
十
七
日
㈭
十
一
時
十

分
か
ら
、
諫
早
市
役
所
市
長
応

接
室
に
て
、
諫
早
市
長
に
対
し

要
請
し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
宮
本
市
長
他
五

名
、
協
会
・
組
合
か
ら
は
相
川

会
長
、
北
村
委
員
長
他
十
名
が

出
席
。

始
め
に
相
川
会
長
か
ら
宮
本

市
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
、
北

村
委
員
長
が
要
請
書
の
趣
旨
を

説
明
。
宮
本
市
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、

十
分
理
解
し
て
お
り
、
分
離
分

割
発
注
は
数
年
前
か
ら
や
っ
て

い
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ

い
て
も
県
の
制
度
に
上
乗
せ
を

し
て
や
っ
て
お
り
、
お
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
要
請
内
容
に
対
し
て

は
担
当
課
長
か
ら
回
答
が
あ
り
、

工
事
発
注
に
関
す
る
要
望
に
つ

い
て
は
「
業
者
選

定
は
業
者
育
成
支

援
と
市
内
経
済
活

性
化
と
い
う
こ
と

で
、
地
元
業
者
を

優
先
的
に
し
て
い

る
。
ま
た
平
準
化

し
た
発
注
に
も
努

め
て
い
る
。」

設
計
労
務
単
価

の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
「
国
に
合

わ
せ
て
引
き
上
げ

を
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。」

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
対

し
て
は
、「
平
成
二
十
七
年
度

の
申
請
件
数
は
現
在
三
十
二
件

と
な
っ
て
い
る
。
是
非
、
事
業

継
続
と
い
う
こ
と
か
ら
も
活
用

を
お
願
い
し
た
い
」
と
回
答
。

ま
た
、
宮
本
市
長
か
ら
市
街

化
調
整
区
域
の
緩
和
に
つ
い
て

話
が
あ
り
、「
ね
ら
い
と
し
て
、

土
地
政
策
の
整
合
性
を
図
る
こ

と
と
地
元
の
建
設
業
者
の
皆
様

に
ご
活
躍
い
た
だ
く
よ
う
小
規

模
開
発
を
一
定
の
枠
を
は
め
な

が
ら
や
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
相
談
い

た
だ
き
た
い
。
今
、
地
方
創
生

と
言
わ
れ
て
お
り
、
人
口
増
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。協
力
い
た
だ
き
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
、
要
請
を
終
了
し

ま
し
た
。

○
県
央
振
興
局

八
月
二
十
七
日
㈭
午
後
一
時

か
ら
、
県
央
振
興
局
長
に
対
し

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
央
振
興
局
か

ら
池
内
局
長
他
八

名
、
協
会
・
組
合

か
ら
相
川
会
長
、

北
村
委
員
長
他
十

七
名
が
出
席
。

始
め
に
局
長
室

に
お
い
て
、
相
川

会
長
か
ら
池
内
局

長
へ
要
請
書
を
手

渡
し
た
の
ち
、
場

所
を
会
議
室
に
移

し
、
北
村
委
員
長

が
要
請
書
の
趣
旨

を
説
明
後
、
建
設
部
長
か
ら
項

目
ご
と
に
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

工
事
発
注
に
対
し
て
は
「
県

の
取
組
と
し
て
緊
急
不
況
対
策

小
規
模
対
策
工
事
が
予
算
化
さ

れ
て
お
り
、
配
布
さ
れ
た
も
の

は
皆
さ
ん
方
に
発
注
す
る
よ
う

行
っ
て
い
る
。
ま
た
分
割
発
注

に
つ
い
て
は
難
し
い
面
が
あ
る

が
、
分
離
発
注
は
で
き
る
だ
け

心
掛
け
て
や
っ
て
い
る
。」
労

務
費
に
つ
い
て
は
、「
地
方
機

関
で
は
独
自
に
で
き
な
い
の
で
、

本
庁
と
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
。」
と
し
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、「
国

の
制
度
に
よ
っ
て
予
算
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
国
と
県
の
制

度
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

少
し
多
く
な
る
使
い
方
も
可
能

と
な
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
。ま
た
、手
続
き
の
簡
素
化

も
努
力
し
て
き
た
い
」
と
回
答
。

ま
た
、髙
谷
副
委
員
長
は「
若

手
育
成
に
は
リ
フ
ォ
ー
ム
が
非

常
に
た
め
に
な
る
。
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
も
若
年
技
能
者
の

育
成
目
的
と
し
て
考
え
て
い
た

だ
き
、
振
興
局
か
ら
本
庁
に
強

く
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
要
望
し
、
最
後
に
北

村
委
員
長
か
ら
空
き
家
対
策
と

木
造
振
興
に
つ
い
て
要
望
し
、

終
了
し
ま
し
た
。
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全国労働衛生週間（10／1～7）
長時間労働をなくして
命と健康を守ろう！
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八
月
八
日
㈯
原
爆
公
園
内
の

「
建
設
労
働
者
職
人
・
原
爆
殉

難
者
慰
霊

不
戦
平
和
の
塔
」

前
で
「
建
設
労
働
者
原
爆
殉
難

者
慰
霊
祭
」
が
建
設
長
崎
の
各

支
部
代
表
組
合
員
の
ほ
か
、
全

建
総
連
の
各
組
合
か
ら
も
参
加

を
頂
き
、
一
七
〇
名
の
参
列
の

中
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
原
爆

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
に

対
し
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を

捧
げ
、
全
建
総
連
の
三
浦
委
員

長
、
広
島
建
労
の
奥
川
委
員
長
、

そ
し
て
建
設
長
崎
北
村
委
員
長

が
、
慰
霊
碑
に
代
表
献
花
を
行

い
ま
し
た
。
続
い
て
三
十
二
県

連
・
組
合
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
五

十
三
ヶ
所
の
名
水
が
献
水
さ
れ
、

折
り
鶴
献
納
で
は
、
三
十
五
県

連
・
組
合
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
十
四
万

七
千
余
り
の
千
羽

鶴
が
参
列
者
の
代

表
の
手
に
よ
り
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
の
三

浦
委
員
長
は
「
戦

後
七
十
年
を
迎
え

る
今
年
、
平
和
憲

法
に
そ
ぐ
わ
な
い

安
全
保
障
法
制
が

衆
議
院
で
強
行
採

決
さ
れ
た
事
に
触

れ
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
と

誓
っ
た
日
本
国
憲
法
の
下
で
、

こ
の
七
十
年
間
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
豊
か
に
な
っ
た
。
七
十
年

前
、
原
爆
投
下
と
い
う
無
差
別

攻
撃
で
命
を
奪
わ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
示
す
と
共

に
、
二
度
と
核
の
悲
劇
を
起
こ

さ
せ
な
い
、
二
度
と
戦
争
の
惨

禍
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
私

た
ち
は
行
動
す
る
」
と
慰
霊
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
建
設
長
崎
を
代
表

し
て
北
村
委
員
長
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
、
実
質
事
項
が
採

択
さ
れ
な
い
ま
ま
閉
幕
し
た
。

被
爆
七
十
年
と
い
う
節
目
の
今
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
自
体
が
揺
ら
ぐ
結

果
に
な
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

長
崎
と
広
島
か
ら
憲
法
の
平
和

主
義
を
守
る
た
め
、
核
、
被
爆
、

放
射
能
を
地
球
上
か
ら
無
く
し
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和

の
実
現
を
訴
え
続
け
る
」
誓
い

を
立
て
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
全
員
で
一
輪

菊
を
献
花
し
、
原
爆
犠
牲
者
の

御
霊
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

慰
霊
祭
終
了
後
、
セ
ン
ト
ヒ

ル
長
崎
へ
会
場
を
移
し
、「
第

二
十
九
回
原
水
爆
禁
止
建
設
労

働
者
・
職
人
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ど
い
の
中
で
、
高
校
生
平

和
大
使
・
高
校
生
一
万
人
署
名

活
動
に
参
加
し
て
い
る
五
人
の

学
生
か
ら
活
動
内
容
、
平
和
を

求
め
る
署
名
活
動
に
つ
い
て
の

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
の
中
で
生
ま
れ
た
「
微
力

だ
け
ど
無
力
で
は
な
い
」
と
い

う
言
葉
に
、
自
主
性
と
使
命
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
高
校
生
の

行
動
は
「
小
さ
な
行
動
の
積
み

重
ね
が
き
っ
と
実
を
結
ぶ
」
と

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

紹
介
。

建
設
長
崎
青
年
部
の
村
上
昌

也
部
長
か
ら
は
「
長
崎
か
ら
の

訴
え
」
が
あ
り
、「
七
十
年
前

の
夏
、
長
崎
の
地
か
ら
一
瞬
の

う
ち
に
7
万
人
を
上
回
る
人
々

の
命
が
奪
わ
れ
た
。
こ
の
悲
劇

を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
無

い
よ
う
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
広

く
世
界
に
訴
え
る
こ
と
が
被
爆

国
で
あ
る
日
本
の
努
め
で
あ

る
」
と
訴
え
る
と
共
に
、
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。

広
島
原
爆
慰
霊
祭

七
十
年
前
の
八
月
六
日
、
広

島
に
投
下
さ
れ
た
一
発
の
原
子

爆
弾
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
御
霊
に
対
し
て
、
平
和
記
念

公
園
内
の
「
原
爆
犠
牲
建
設
労

働
者
・
職
人
の
慰
霊
碑
」
前
で

広
島
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。梅

雨
明
け
し
た
ば
か
り
の
広

島
は
大
変
暑
く
、
七
十
年
前
の

あ
の
日
も
こ
ん
な
に
暑
い
日

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
当
時

を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

建
設
長
崎
か
ら
は
、
北
村
委

員
長
、
澤
山
部
長
、
千
賀
さ
ん
、

佐
世
保
東
支
部
の
主
婦
会
よ
り

迎
さ
ん
、
倉
富
の
五
名
で
参
列

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
原
爆
殉

難
者
の
御
霊
が
安
ら
か
に
眠
れ

ま
す
よ
う
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

私
は
今
回
初
め
て
広
島
慰
霊

祭
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
広
島
建
労
の
奥
川
委

員
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

と
お
会
い
で
き
、
色
々
な
話
を

出
来
た
事
は
、
と
て
も
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
平
和
の
尊
さ
、
戦
争
の
悲

惨
さ
を
実
感
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
二
日
間
、
暑

い
中
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

佐
世
保
東
支
部

倉
富
美
智
子

浦
上
川
万
灯
流
し

〜
鎮
魂
の
灯
火
に
平
和
を
願
う
〜

七
十
年
前
の
八
月
九
日

午

前
十
一
時
二
分
に
、
長
崎
の
上

空
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
多

く
の
、
罪
も
な
い
人
々
の
命
が

一
瞬
の
う
ち
に

奪
わ
れ
ま
し
た
。

建
設
長
崎
で

は
、
原
爆
で
亡

く
な
ら
れ
た

方
々
の
慰
霊
と

恒
久
平
和
を
願

い
「
万
灯
流

し
」
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
八

月
九
日
の
夕
刻

に
、
浦
上
川
に

架
か
る
簗
橋
の

た
も
と
か
ら
、

原
爆
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

を
慰
霊
す
る
と
と
も
に
、
核
兵

器
の
愚
か
さ
、
そ
し
て
平
和
の

尊
さ
が
「
核
の
廃
絶
」
に
繋
が

る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
万
灯
流

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
描
か
れ
た
「
万
灯
」

が
、
組
合
員
・
主
婦
会
の
手
に

よ
り
筏
に
取
り
付
け
ら
れ
、
川

面
に
浮
か
ぶ
鎮
魂
の
灯
火
は
、

故
人
へ
の
想
い
と
共
に
、
戦
争

の
な
い
平
和
を
思
う
気
持
ち
が
、

世
界
に
広
が
る
事
を
願
い
、
静

か
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

あらためて
平和の尊さ・戦争の
悲惨さを実感！ 戦

後
七
十
年

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
ののののののののののののののののののののののののののののののののののの
祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈祈
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

全建総連
三浦一男委員長

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

〜
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
訴
え
続
け
る
〜

建設長崎
北村政和委員長

原水爆禁止建設労働者
職人のつどい
～核廃絶は被爆国日本の務め～
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住
宅
デ
ー
特
集

八
月
二
十
三
日
㈰
に
、

日
見
分
会
で
は
、
組
合

員
十
名
、
主
婦
会
四
名

の
参
加
で
、
網
場
漁
協

で
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
事
前
に
開
催
案

内
の
チ
ラ
シ
を
地
域
の

住
宅
へ
、
分
会
組
合
員

で
配
布
を
し
て
宣
伝
も

準
備
万
端
。

当
日
は
暑
さ
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
晴
天

の
中
風
も
あ
り
幾
分
暑

さ
も
和
ら
ぎ
絶
好
の
住

宅
デ
ー
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
朝
九
時
か
ら
の

受
付
開
始
時
間
か
ら
お

客
さ
ん
の
姿
が
チ
ラ
ホ

ラ
と
。
次
第
に
客
足
も

増
え
て
、
最
終
的
に
は

包
丁
を
五
十
一
本
研
ぎ
上
げ
、

ま
な
板
十
二
枚
を
削
り
あ
げ
ま

し
た
。
珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
、

包
丁
の
柄
を
新
し
く
作
り
変
え

て
あ
げ
た
り
、
枝
切
り
バ
サ
ミ

ま
で
あ
り
、
ま
ず
ま
ず
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
は
、
使
い
慣
れ
た

各
自
持
参
の
研
ぎ
石
で
、
機
械

を
使
わ
ず
ほ
ぼ
手
で
研
ぎ
上
げ

ま
し
た
。

研
ぎ
上
が
っ
た
包
丁
に
、
賃

金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
仕
事
確
保
チ

ラ
シ
を
一
緒
に
渡
し
て
、
建
設

長
崎
の
ア
ピ
ー
ル
も
さ
せ
て
い

だ
き
ま
し
た
。

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

林

次
夫

坂
口

忠
義

田
森

勝

太
田

俊
一

大
町

誠

馬
場

秀
行

石
橋

廣
喜

馬
場
ヒ
ロ
子

西
村

忠
光

大
町
き
み
子

樋
口

正
人

石
橋

秋
代

内
野

幸
雄

樋
口
須
磨
子

大
浦
支
部

戸
町
夏
祭
り協賛

住
宅
デ
ー

皆
さ
ん
待
て
ま
せ
ん

大
浦
支
部
は
、
八
月
二
十
二

日
㈯
に
、
戸
町
夏
祭
り
に
協
賛

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
参
加
し
ま

し
た
。

雲
一
つ
な
い
晴
天
の
中
、「
受

付
は
ま
だ
で
す
か
？
」
と
急
か

さ
れ
な
が
ら
、
昼
食
を
と
り
包

丁
研
ぎ
に
掛
か
り
ま
し
た
。
今

年
は
親
子
木
工
教
室
は
、
実
施

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
の

残
り
の
ま
な
板
、
鍋
敷
き
も
売

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

土
曜
日
と
い
う
多
忙
の
中
、

協
力
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
参
加
者
）

（
敬
称
略
）

北
村

五
男

平
山

正
則

田
上

義
高

小
野

義
龍

安
達

三
次

梅
澤

利
久

松
尾

哲
夫

鳥
田

愛
子

北
村
す
み
子

船
津
副
委
員
長

石
田
書
記
長

東
長
崎
支
部

住
宅
デ
ー

台
風
も
ひ
と
休
み
の
一
日

東
長
崎
支
部
で
は
八
月
二
十

三
日
㈰
に
田
の
浦
公
民
館
に
て

住
宅
デ
ー
を
開
催
し
、
包
丁
研

ぎ
、
ま
な
板
削
り
、
木
工
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
中
に
地
区
の

子
供
達
の
運
動
会
が
あ
る
と
の

事
で
、
出
だ
し
は
包
丁
研
ぎ
と

ま
な
板
削
り
の
お
客
さ
ん
が
メ

イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
子
供
達
も
多
く
集
ま
り
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
、
本
立

て
、
ペ
ン
立
て
、
巣
箱
な
ど
を
、

そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
ま
し
た
。
台

風
が
近
づ
い
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
て
い
た
中
、

一
日
中
快
晴
と
な
り
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。

結
局
こ
の
日
は
包
丁
研
ぎ
五

十
五
本
、
ま
な
板
削
り
五
枚
、

木
工
教
室
に
つ
い
て
も
合
計
約

三
十
セ
ッ
ト
が
出
る
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
前
段
で
の

事
前
準
備
、
ま
た
、
当
日
暑
い

中
に
も
関
わ
ら
ず
参
加
頂
き
ま

し
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。
（
江
頭
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

里

雄
二
郎

里

澄
宏

尾
上

正
範

本
村
美
喜
男

山
村

篤
司

牧
島

貢

本
田

隆
彦

若
杉

隆

井
手

貞
夫

東

由
美
子

北
村
委
員
長

田
上
副
委
員
長

澤
山
特
別
執
行
委
員

西
彼
支
部
琴
海
分
会
で
は
、

毎
年
恒
例
で
あ
り
ま
す
住
宅

デ
ー
を
八
月
二
十
三
日
㈰
に
Ｊ

Ａ
村
松
・
長
浦
・
形
上
の
三
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

ま
た
年
に
一
度
の
恒
例
行
事
と

し
て
、
地
域
の
方
々
に
浸
透
し

て
お
り
、
開
始
前
か
ら
お
客
さ

ん
が
見
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

三
ケ
所
で
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
各
地
域
の
皆
様
が
、

毎
年
こ
の
包
丁
研
ぎ
を
利
用
し

て
頂
き
、
組
合
員
さ
ん
の
ご
協

力
を
得
て
、
地
域
住
民
の
皆
様

へ
の
恩
返
し
が
で
き
た
事
、
そ

し
て
、
終
了
後
の
懇
親
会
で
、

組
合
員
同
士
の
交
流
、
横
の
繋

が
り
が
出
来
た
こ
と
に
、
と
て

も
実
り
あ
る
住
宅
デ
ー
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

研
ぎ
上
げ
た
包
丁
は
、
三
ケ

所
合
計
で
二
百
三
十
七
本
で
し

た
。ご

協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。（

松
園
）

（
参
加
者
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

角
﨑

豊

岩
下

敏
昭

岸
川
久
美
男

石
橋

洸

森

進

井
手

一
男

松
本

菊
夫

山
崎

康
博

松
山

義
廣

山
中

茂

相
川

守

山
崎

春
雄

前
尾

辰
美

浦
添

朝
夫

神
近

剛

吉
田

健
一

廣
瀬

安
夫

井
手

吉
一

石
橋

忍

小
山

哲
男

小
野
田
国
夫

林

一
弘

今
里

正
吉

岸
山

正

太
田

正
利

相
川

一
吉

吉
田

等

廣
瀬

茂
樹

徳
永

八
郎

松
尾

孝

岑
山

義
徳

植
田

勝
次

岩
崎
喜
三
郎

北
村
委
員
長

相
川
前
委
員
長

西彼支部 琴海分会住宅デー
地域の皆様へ感謝と恩返しを込めて“包丁研ぎ”

中央支部 日見分会住宅デー
建設長崎のアピールも忘れずに！

形上会場

長浦会場

村松会場
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稲佐小

も
の
づ
く
り
体
験
授
業

も
の
を
作
り
上
げ
る
喜
び
、

協
力
の
大
切
さ
を
伝
え
る

八
月
二
十
六
日
㈬
長
崎
市
の

稲
佐
小
学
校
で
、
子
供
た
ち
に

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
作
り

上
げ
る
喜
び
を
体
験
し
て
も
ら

う
事
を
目
的
に
、
長
崎
県
職
業

能
力
開
発
協
会
主
催
で
「
も
の

づ
く
り
体
験
授
業
」
が
稲
佐
小

学
校
の
生
徒
さ
ん
を
対
象
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
長
崎
か

ら
も
組
合
員
十
名
が
参
加
し
作

成
の
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

教
頭
先
生
・
田
上
副
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
作
り
方

説
明
が
行
わ
れ
、
小
学
一
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
九
十
五
名
の

子
供
た
ち
が
学
年
別
に
九
班
に

分
か
れ
て
「
巣
箱
」
と
「
鉛
筆

立
て
」
の
作
成
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
は
指
導

者
と
し
て
組
合
員
さ
ん
が
ひ
と

り
ず
つ
入
り
ま
す
。「
先
生
」

と
呼
ば
れ
る
事
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
作
成
指
導
を
行
う
組
合
員

さ
ん
。
子
供
た
ち
も
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
金
づ
ち
を
振
る
い
、

み
ん
な
時
間
内
に
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。同
時
に「
ノ

コ
引
き
体
験
・
カ
ン
ナ
掛
け
体

験
」
も
同
時
に
行
わ
れ
、
こ
ち

ら
も
大
変
な
人
気
で
行
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

父
兄
か
ら
も
「
現
役
の
大
工

さ
ん
に
道
具
の
使
い
方
、
手
順

や
コ
ツ
を
指
導
さ
れ
る
こ
と
は
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
」

と
の
声
。
最
後
に
は
生
徒
代
表

か
ら
「
友
達
と
協
力
し
な
が
ら

作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
協
力
の
大
切
さ
、
工
作
す

る
事
が
め
っ
た
に
無
く
、
今
日

の
こ
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

（
井
関
）

下
五
島
分
会
は
、
八
月

二
十
二
日
㈯
に
ワ
イ
ワ
イ

タ
ウ
ン
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

組
合
員
九
名
・
家
族
六

名
の
全
体
で
十
五
名
の
方

に
ご
参
加
頂
き
、
前
回
同

様
、
大
変
ご
好
評
頂
き
ま

し
た
。

競
技
は
、当
初
、二
ゲ
ー

ム
の
予
定
で
し
た
が
、

も
っ
と
プ
レ
イ
が
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
三
ゲ
ー

ム
の
個
人
戦
で
競
っ
て
頂

き
、
優
勝
は
岩
下
忠
義
さ

ん
・
二
位
は
岩
下
小
夜
子

さ
ん
・
三
位
は
谷
川
た
い

が
君
と
い
う
結
果
で
、
委

員
長
賞
は
泉
井
定
務
さ
ん
が
当

た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
お
土
産
は
、

参
加
者
全
員
に
順
位
に
応
じ
て

エ
レ
ナ
や
オ
サ
ダ
な
ど
で
使
え

る
商
品
券
で
、
こ
ち
ら
も
大
変

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
年
に
数
回
、
皆
さ
ん

方
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

先
般
、
書
記
局
の
人
事
異
動
が

あ
り
、
こ
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
機
に
、
今
後
は
古
井
さ
ん
が

五
島
分
会
を
担
当
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
交
流
会
や
分
会
会
議

な
ど
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

（
森
）

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

北
松
支
部
鹿
町
分
会

「
次
回
も
開
催
し
、
リ
ベ
ン
ジ
誓
う
」

北
松
支
部
鹿
町
分
会

で
は
、
八
月
二
十
三
日

㈰
に
鹿
町
分
会
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
佐
世
保

ラ
ッ
キ
ー
ボ
ウ
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
団
結
力
が

強
く
、
時
間
前
に
全
員

集
合
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
開
始
時
刻
を
十
五

分
早
め
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
腕
前
の
方

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

数
年
前
に
遊
ん
で
以
来

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

不
調
な
方
も
多
か
っ
た

で
す
が
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
競

技
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
後
は
、
鹿
町
へ
移
動
し

て
懇
親
会
へ
。
汗
を
流
し
た
後

の
冷
た
い
ビ
ー
ル
や
お
酒
は
美

味
し
く
、
話
題
は
早
く
も
第
二

回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催
へ
。

「
事
前
に
練
習
し
て
お
く
」
と
、

リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る
方
も
チ
ラ

ホ
ラ
。
そ
の
後
も
、
お
酒
の
量

は
進
み
、
離
脱
者
を
出
し
な
が

ら
も
、
懇
親
会
は
夜
ま
で
続
き

ま
し
た
。

（
渕
上
）

親睦ボウリング大会

平成27年度国土交通省補助事業「住宅建築技術高度化・展開推進事業」

長崎県住宅省エネルギー施工技術講習会
受講料：1，000円
修了証発行手数料：
賞状型1，000円、カード型2，000円
賞状・カード両方3，000円

※代金は当日会場で徴収します。
※カード型の修了証をご希望の方は、講習会当日に受付にて修了証に
掲載する顔写真を撮影いたします。

開催日：平成27年11月29日㈰
会 場：建設長崎本部会館2階会議室

（長崎市城山町17－58）

近年、地球温暖化による環境の変化で、例年に類を見ない集中豪雨や高温化現象が見られ、この対策
として自然エネルギーの活用が緊急課題となっています。
国は、平成32年度までに、新築住宅の省エネルギー適合率100％をめざしています。施工者、現場管理
者、設計者等20万人養成。長崎県は2千名を目標。
これから省エネ住宅は、新基準にもとづき動きます。住宅メーカーに負けない知識を習得してお客さ
んを獲得しましょう。
住宅省エネの基本から施工まで、DVDや模型及びテキストを使い、わかりやすく説明します。

※平成27年度「地域型住宅グリーン化事業」の交付申請においては、住宅の省エネルギー技術に関する講習の修了者が設計、施工、または工事監理に関わる住宅が補助対象となります。

住宅省エネルギー化の必要性
低炭素社会に向けて
新築・エコリフォーム
住宅メーカーとの競争
省エネ住宅がわかる詳しい講習

施工技術講習会カリキュラム
受付
開会、趣旨説明、スケジュール確認
『施工技術者講習テキスト－基本編』
第1章 これからの住まい
第2章 建築による省エネ化
第3章 設備による省エネ化
第4章 断熱設計
第5章 開口部設計

『施工技術者講習テキスト－施工編』
昼休み
『施工技術者講習テキスト－施工編』
DVD放映：断熱施工、設備配管
『施工技術者講習テキスト－基本編』
第6章 断熱リフォーム
第7章 住まい方と維持管理
第8章 省エネルギー基準
第9章 関連基準と制度
模型解説
修了考査問題配布・説明
修了考査30分、考査問題解説
アンケート記入
閉会

9：00～9：30
9：30～9：40

9：40～10：40

10：50～12：00
12：00～13：00
13：00～13：30
13：30～14：45

14：55～15：15

15：15～16：00

16：10～17：00

下
五
島
分
会

組
合
員
・
ご
家
族
相
互
の
交
流
深
め
る

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第603号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2015年（平成27年）9月15日発行
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� 長建国保からのお知らせ

長
建
国
保
だ
よ
り

平
成
二
十
七
年
十
月
よ
り

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）」

が
届
き
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
番
号
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成

二
十
七
年
十
月
よ
り
順
次
「
通
知
カ
ー
ド
」
が
市
町
村
か
ら
郵
送
さ
れ
、

国
民
一
人
ひ
と
り
に
固
有
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
十
二
桁
の
個
人
番
号
）
が

通
知
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
の
際
、
こ
の
個
人
番
号
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

届
き
ま
し
た
通
知
カ
ー
ド
は
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
に
は

個
人
番
号
が
必
要
で
す
。

法
律
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
各
種
申
請
書

や
届
出
書
に
個
人
番
号
の
記
入
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
組
合
で
は
、
皆

様
の
個
人
番
号
を
、
番
号
法
別
表
第
一
の
第
三
十
項
「
国
民
健
康
保
険
法

に
よ
る
保
険
給
付
の
支
給
又
は
保
険
料
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
」
に
お
い

て
適
用
・
給
付
及
び
徴
収
業
務
に
利
用
し
ま
す
。
従
っ
て
、
法
律
で
定
め

る
事
項
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

個
人
番
号
は
次
の
申
請
等
を
行
う
際
に
必
要
で
す
。
申
請
の
際
に
は
個

人
番
号
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
格
取
得
・
喪
失
の
届
出
、
住
所
・
氏
名
変
更
届
、
出
産
育
児
一
時

金
・
療
養
費
・
高
額
療
養
費
・
葬
祭
費
の
支
給
申
請
、
限
度
額
適
用

認
定
証
・
高
齢
受
給
者
証
・
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
申
請
、
第
三

者
行
為
に
関
す
る
届
出

等

個
人
番
号
の
提
供
・
登
録
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

番
号
制
度
で
は
、
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
で
国
民
健
康
保
険
等
の

手
続
き
が
従
来
よ
り
も
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
前
に
皆

様
の
個
人
番
号
を
組
合
へ
ご
提
供
い
た
だ
く
こ
と
で
円
滑
に
事
務
処
理
等

を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

尚
、
組
合
へ
個
人
番
号
を
ご
提
供
い
た
だ
く
際
に
は
、
本
人
確
認
の
た

め
運
転
免
許
証
な
ど
ご
本
人
の
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
等
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
他
人
へ
の
成
り
す
ま
し
や
不
正
使
用
の
防
止
対
策

と
し
て
正
確
性
と
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
番
号
法
で
定
め
ら
れ
た
確
認

措
置
で
あ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
個
人
番
号
ご
提
供
の
際
に
は

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の

書
類
を
組
合
へ
お
持
ち
下
さ
い
。

①
通
知
カ
ー
ド
と
左
記
ア
〜
ク
の
い
ず
れ
か
の
書
類

ア.

運
転
免
許
証

イ.

パ
ス
ポ
ー
ト

ウ.

身
体
障
害
者
手
帳

エ.

精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

オ.

療
育
手
帳

カ.

在
留
カ
ー
ド

キ.

特
別
永

住
証
明
書
等

ク.

官
公
署
が
発
行
す
る
書
類
（
顔
写
真
付
）

②
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
謄
本
と
①
記
載
の
ア

〜
ク
の
い
ず
れ
か
の
書
類

③
平
成
二
十
八
年
一
月
よ
り
交
付
さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
は
本
人
申
請
に
基
づ
き
個
人
番
号
カ
ー
ド

（
顔
写
真
付
き
）
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ら
、
①
記
載
の
ア
〜
ク
の
書
類
は
不
要
で
す
。

個人番号 123456789012
生年月日 ○年△月□日

性 別 男

氏 名 番 号 太 郎

住 所 △県○市□町1－1

国民健康保険や年金、税金、雇用保険
などの手続きの際に必要になります。

個人番号カード

○個人番号を券面に記載（裏面に記載する方
向で検討）

○顔写真を券面に記載

○通知カードとあわせて個人番号カード
の交付申請書を送付し、申請は郵送で
受け付けるため、市町村窓口へは1回
来庁のみ（顔写真確認等）を想定

○全市町村が共同で委任することを想定。
民間事業者の活用も視野

○手数料：無料
○交付事務は法定受託事務

○身分証明書としての利用
○個人番号を確認する場面での利用（就職、
転職、出産育児、病気、年金受給、災害等）

○市町村、都道府県、行政機関等による
付加サービスの利用

○電子証明書による民間部門を含めた電
子申請・取引等における利用

住民基本台帳カード

○住民票コードの券面記載なし
○顔写真は選択制

○即日交付又は窓口に2回来庁
○人口3万人未満は委託可能
○手数料：1000円が主
（電子証明書を搭載した場合）
○交付事務は自治事務

○身分証明書としての利用が中心

1

様
式

2

作
成
・
交
付

3

利
便
性

通知カード

○個人番号を券面に記載
○顔写真なし

○全国民に郵送で送付す
るため、来庁の必要な
し。

○全市町村が共同で委任
することを想定。民間
事業者の活用も視野

○手数料：なし
○交付事務は法定受託事
務

○個人番号カードの交付
を受けるまでの間、行
政機関の窓口等で個人
番号の提供を求められ
た際に利用可能
（番号法に基づく本人確認の
ためには、通知カードのほ
か主務省令で定める書類の
提示が必要。）

個人番号カードと通知カードの概要

通知カードのイメージ

重要
毎月1回15日発行 2015年（平成27年）9月15日発行建 設 長 崎第603号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



■平成27年度巡回健診実施会場（下記会場の中からお選び下さい。）
会 場

佐世保市民会館
建設長崎島原支部

※申込定員に満たない会場は中止する場合があります。

時 間
9時～12時
9時～12時

実 施 日
平成27年11月8日㈰
平成27年11月29日㈰

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�

�
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七
十
歳
未
満
の

入
院
時
食
事
代

＝
非
課
税
世
帯
は
減
額
あ
り＝

（
入
院
時
食
事
療
養
標
準
負
担
額
）

七
十
歳
未
満
の
方
が
入
院
さ

れ
る
際
は
、
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
額
と
は
別
に
食
事
代
と

し
て
一
食
に
つ
き
二
六
〇
円
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

但
し
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
負
担
が
軽
減
さ
れ

一
食
に
つ
き
二
一
〇
円
を
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

過
去
十
二
カ
月
の
入
院
日
数
が

九
十
日
を
超
え
る
場
合
（
長
期

該
当
）
は
、
九
十
一
日
以
降
よ

り
一
食
に
つ
き
一
六
〇
円
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

尚
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
減
額
対
象
に
も
か
か
わ
ら

ず
通
常
の
食
事
代
を
支
払
っ
た

と
き
は
、
申
請
に
基
づ
き
差
額

を
支
給
し
ま
す
。
市
町
村
民
非

課
税
世
帯
の
方
で
入
院
日
数
が

九
十
日
を
超
え
る
よ
う
な
場
合
、

差
額
支
給
に
該
当
さ
れ
る
場
合

は
組
合
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
入
院
時
食
事
療
養
費
差
額
支

給
申
請
に
必
要
な
も
の
】

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
病
院

に
支
払
っ
た
領
収
書
（
入
院
期

間
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）、

限
度
額
適
用
認
定
証

■申込方法
受診ご希望の方は実施日の2週間前までに組合へお申込下さい。
■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関の受診票、検査用容器など

■受診対象者
受診対象者は、平成27年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上
の方（同日現在の加入者で平成28年3月31日までに40歳になる方を含む）で
す。尚、対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目が受診できます。
■巡回健診の検査項目《基本検査項目》
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿
糖・尿淡白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲ
ン検査、腎機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・聴力
■選択検査項目（希望者のみ：全額自己負担）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型 3，300円） 胃がん検査（2，500円）
前立腺がん検査（2，000円） 子宮頸がん検査（自己採取法 2，500円）
大腸がん検査（1，300円） 喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰 3，500円）
※選択検査項目の料金は健診日当日に係員に現金にてお支払い下さい。

算定基礎に伴う
健康保険・厚生年金
保険被保険者標準
報酬決定通知書
写しの提出について

平
素
よ
り
、
長
崎
県
建
設
事

業
国
民
健
康
保
険
組
合
の
事
業

運
営
に
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
組
合
で
は
法
人
事

業
所
等
に
お
け
る
健
康
保
険
適

用
除
外
承
認
者
に
つ
き
ま
し
て
、

適
用
除
外
承
認
証
、
事
業
所
変

更
届
等
に
よ
り
確
認
、
処
理
を

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
及
び
長
崎
県
の
指
導
に

よ
り
、
事
業
所
内
に
お
け
る
適

用
除
外
承
認
者
数
の
現
状
把
握

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
為
、

各
事
業
所
様
に
は
標
準
報
酬
決

定
通
知
書
の
写
し
の
提
出
を
毎

年
お
願
い
し
て
い
る
所
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
法
人
事
業

所
等
適
用
除
外
承
認
者
が
お
ら

れ
る
事
業
所
様
に
つ
い
て
は
、

標
準
報
酬
決
定
通
知
書
、
月
額

変
更
届
（
該
当
者
が
あ
る
場
合

の
み
）
を
長
建
国
保
事
務
局
ま

で
提
出
頂
き
ま
す
様
お
願
い
致

し
ま
す
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。

《
事
務
局
》

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保

険
組
合

〒
八
五
二－

八
〇
二
一

長
崎
市
城
山
町
二
九－

二
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
五－

八
六
二－

八
四
六
三

Ｆ
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会 場

川棚町中央公民館

波佐見町農村環境改善センター

波佐見町勤労福祉会館

波佐見町総合文化会館

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

若松支所

若松支所

奈良尾保健センター

有川文化センター

有川文化センター

浦桑生活館

石油備蓄記念会館

石油備蓄記念会館

高来会館

森山保健センター

森山保健センター

豊玉町仁位会場
厳原町阿連地区会場
厳原町会場
豆酘小学校体育館
ありあけ会館

日 時

午前中

8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～14：00

8：00～11：30

9：00～11：30

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

7：00～10：30
7：00～8：15
10：00～11：30
7：00～8：15
10：00～11：30

10月16日㈮

11月11日㈬

11月12日㈭

11月13日㈮

10月5日㈪

10月6日㈫

10月7日㈬

10月8日㈭

10月9日㈮

10月13日㈫

10月14日㈬

10月15日㈭

10月16日㈮

10月17日㈯

10月18日㈰

10月19日㈪

10月18日㈰

10月20日㈫

10月24日㈯

11月1日㈰

11月2日㈪

川棚町

波佐見町

新上五島町

高来

森山

対馬市

会 場
長崎市民会館 地下1階
（文化ホール入口側）
福田地区公民館

大浦地区公民館

滑石公民館

長崎ワシントンホテル
江平地区ふれあいセンター
（浦上駅向かいのバス停近く）
ダイヤランド・小ヶ倉
ふれあいセンター
山里地区ふれあいセンター

西公民館

南部市民センター
北公民館
（チトセピア3階）
小江原地区ふれあいセンター
中央保健センター
（市役所別館地下1階）
長崎ワシントンホテル
南公民館
新戸町公民館
三川地区ふれあいセンター
緑が丘地区ふれあいセンター
椿が丘自治公民館
岳路自治公民館
総合地域施設（宮崎集会所）
三和木場自治公民館

健康づくりセンター

晴海台地区公民館

為石地区公民館

蚊焼地区公民館

日 時
10：00～11：30
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00
9：00～11：00
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：30～14：30
9：30～11：00
13：00～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00

9：30～11：00

9：00～11：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00

10月14日㈬

10月16日㈮

10月21日㈬

10月23日㈮

10月24日㈯

10月28日㈬

10月30日㈮

11月6日㈮

11月13日㈮

11月14日㈯

11月25日㈬

11月26日㈭

11月27日㈮

12月1日㈫

12月2日㈬

12月3日㈭

10月1日㈭

10月5日㈪

10月6日㈫

10月7日㈬

10月8日㈭

10月9日㈮

長崎市

三 和

巡回健診のご案内

平成27年度 長崎県内市町実施特定健診【集団健診】日程表《10月～12月実施分》
◆集団健診ご利用にあたっての注意事項◆
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」と「保険証」、記入済みの「質問票」を必ず持参して下さい。
2．下記市町のうち、佐世保市、大村市、対馬市、長与町では事前予約が必要ですのでご注意下さい。
3．集団健診は、当該市町に居住する方のみ受診可能です。尚、一部の会場では市町国保に加入する方の受診が優先され人員
等の理由により受診できない場合があります。
4．掲載の日時、会場等については変更される場合があります。
5．市町によっては、各種がん検診も同時に実施されますので、詳細につきましては、各市町窓口へお問い合わせいただくか、
市町発行の広報誌にてご確認下さい。

組合の特定健診は、組合指定の医療機関や
巡回健診の他に、県内各市町が実施する特定
健診（集団健診）でも受診することができま
す。今回、下記の通り実施されますのでお住
まいの地域で実施される集団健診もぜひご利
用下さい。

会 場

川原地区公民館
シーハット大村
文化棟
シーハット大村
文化棟
市民会館

竹松出張所

西彼教育文化センター

大島保健センター

大瀬戸保健センター

西彼保健福祉センター

西海保健センター
崎戸中央公民館
大島保健センター

西海保健センター

大瀬戸保健センター

時津町コスモス会館

時津町コスモス会館

長与町健康センター

長与町健康センター
木場農事研修施設
総合会館保健センター
坂本コミュニティセンター
総合会館保健センター

総合会館保健センター

川棚町中央公民館

川棚町中央公民館

日 時
9：30～11：00
13：30～15：00
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
9：30～11：00
13：30～15：00
9：00～10：30
13：00～14：30
8：30～10：30
13：00～14：00
8：30～10：30
13：00～14：00
8：30～10：30
13：00～14：00
8：30～10：30
13：00～14：00
8：30～10：30
13：00～14：00
8：30～10：30
13：00～14：00

8：30～10：30

8：30～10：30

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～12：00

8：30～12：00
8：30～10：30
13：00～15：00
8：30～10：30
13：00～15：00
8：30～11：00
13：15～14：30

午前中

午前中

10月13日㈫

11月16日㈪

11月17日㈫

11月18日㈬

11月19日㈭

10月6日㈫

10月7日㈬

10月13日㈫

10月14日㈬

10月15日㈭

10月16日㈮

10月31日㈯

11月29日㈰

11月6日㈮

11月7日㈯

11月13日㈮

11月14日㈯

11月12日㈭

11月13日㈮

11月15日㈯

10月14日㈬

10月15日㈭

三 和

大村市

西海市

時津町

長与町

東彼杵町

川棚町

【70歳未満の高額療養費自己負担限度額と入院時食事負担額】
入院時食事費用

1食あたり
食事代

260円

210円
160円

※《 》の額は1年以内で4回目以降に該当する際の自己負担限度額です。
※市町村民税非課税世帯とは、組合員世帯の組合員及び家族被保険者全員が市町村民税の非課税者であ
る世帯です。
※上記の所得金額とは、税各法で算出する所得金額から33万円を控除した額の総額です。

負担区分

一般

90日まで
91日以降

過去12カ月
の入院日数

自己負担限度額
（平成27年1月1日より適用）

252，600円＋（総医療費－842，000円）
×1％《140，100円》

167，400円＋（総医療費－558，000円）
×1％《93，000円》

80，100円＋（総医療費－267，000円）
×1％《44，400円》
57，600円《44，400円》

35，400円《24，600円》

所得金額

901万円超

600万円超901万円以下

210万円超600万円以下

210万円以下

市町村民税非課税世帯※

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第603号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2015年（平成27年）9月15日発行


